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主な内容 

1. 2016年3月期決算の概要 

2. 2017年3月期通期見通し 

3. 今後の事業方針 

４．(参考: プラスチック事業を含んだ前年度業績との比較) 
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1.  2016年3月期決算の概要 
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1-1.  連結業績概要 

2015年3月期 

2016年3月期 

前年同期増減 

(ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ事業除外ﾍﾞｰｽ比) 

決算ベース 
ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ事業 

除外ベース 
額 率 

売上高 29,487 18,451 19,073 +621 +3.4% 

営業利益  1,081 698 668  △29 △4.3% 

営業利益率 3.7% 3.8% 3.5% - - 

経常利益 992 504 671  +166 +33.0% 

親会社株主に帰属する 

当期純利益 535 321 587 +265 +82.4% 

（単位：百万円、％） 



◆ 前年同期比ではプラスチック事業売却(2015年3月31日)に  
    より減収減益(当期純利益は増加) 
 

◆ 業績予想比では、売上高未達も営業･経常･当期純利益は過達 
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1-2.  連結業績のポイント  



以下、プラスチック事業の業績分を除いた前期実績との比較 
 

 

◆ 売上高は、自動車･医療向けが牽引し増加 
  OA機器が減少するも注力中の自動車・医療が二ケタ増収と全体を牽引し、 
  全体では3%増 
 

◆ 営業利益は、海外は増加、日本は減少 
  海外は35%増と好調だったが、 
  日本での埼玉工場の新設や船橋電子の編入による 
  固定費･経費増加を吸収できず、全体では4%減 
 

◆ 経常・当期純利益は増加 
  当期純利益は、前年度計上した災害損失引当金の戻入等もあり82%増 
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1-2.  連結業績のポイント  



1-3. 業績推移（連結：プラスチック除外ベース） 

（単位：百万円） （単位：百万円） 
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1-4. 四半期業績推移（連結：ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ除外ﾍﾞｰｽ） 

＊15/3期はプラスチック事業を含まない 

0 

2,000 

4,000 

6,000 

8,000 

Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4

売上高 

3.2%

3.7%

4.3%

3.9%

3.1%

4.3%

2.7%

3.9%

0.0%

2.0%

4.0%

0 

200 

400 

Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4

営業利益額 営業利益率

15/3期 16/3期 

営業利益/営業利益率 

4,893 

139 

167 

204 186 

150 

15/3期 16/3期 

（単位：百万円） 

5,031 

216 
4,351 

4,539 
4,746 4,813 

4,592 4,555 

125 

176 

7 

（単位：百万円） 
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15/3期 

営業利益 

16/3期 

営業利益 

（百万円） 
前期に比べ営業利益は29百万円減少 

●売上増による要因：+354百万円 

 アジア、欧州のばね事業の増収等 

●限界利益率の改善による要因：+185百万円 

 欧州、米州事業の限界利益率改善等 

●固定費の増加等による要因：△570百万円 

 埼玉工場･ﾒｷｼｺｹﾚﾀﾛ工場新設・立上げ、 

 PT.YAMAKOU支援、船橋電子編入等による 

 固定費･経費増加 

668 

+354 

＋185 △570 

 

売
上
の
増
加 

限
界
利
益
率
の
改
善 

固
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1-5. 営業利益差異分析（連結：ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ除外ﾍﾞｰｽ） 
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1-6. 所在地別売上高・セグメント利益(ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ除外ﾍﾞｰｽ) 

＊15/3期はプラスチック事業を含まない 
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売上高・セグメント利益 前年同期からの変動要因 

日本  売上:7,539百万円、ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益:△401百万円 

アジア  売上:7,138百万円、ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益700百万円 

米州 売上:2,108百万円、ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益28百万円 

欧州 売上:2,286百万円、ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益350百万円 

・高収益の医療向けが好調だったほか、航空機向けが 

 増加し、増収増益 

 ＊従来よりﾌﾟﾗｽﾁｯｸ事業含まず 
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（ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益：百万円） 
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・自動車向けは好調に推移したもののOA機器向け減少、

 プロダクトミックス悪化に加え、埼玉工場新設、 

 船橋電子編入等の固定費増により減収減益 

 

・自動車向けが増加したほか、スマホ向けが増加し、 

 増収増益 

  

 

 

7,138 

・ﾒｷｼｺｹﾚﾀﾛ工場新設の先行費用がかかったものの 

 自動車向けが好調に推移したほか、インフラ向けが 

 増加し、増収増益 

 ＊従来よりﾌﾟﾗｽﾁｯｸ事業含まず 

 

 

（売上：百万円） 
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1-7. 連結市場別売上高（ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ除外ﾍﾞｰｽ） 

（単位：百万円） 

15年3月期 16年3月期 増減 

売上 構成比 売上 構成比 額 増減率 

自動車(輸送機器) 5,970  32.4% 6,984  36.6% 1,014  17.0% 

ＯＡ機器 5,252 28.5% 4,186 21.9% △1,066 △20.3% 

医療機器 1,460 7.9% 1,794 9.4% 334 22.9% 

精密機器 983 5.3% 1,183 6.2% 200 20.3% 

住設機器 759 4.1%  910 4.8%  151 19.9% 

航空機器 394 2.1% 634 3.3% 240 60.9% 

PC・周辺機器 706 3.8% 634 3.3% △72 △10.2% 

AV・家電 735 4.0% 539 2.8% △196 △26.7% 

携帯情報端末 691  3.7% 509  2.7% △182 △26.3% 

その他 1,495 8.1% 1,700 8.9% 205 13.7% 

合計 18,451 100%  19,073 100%  622 3.4% 

＊15/3期はプラスチック事業を含まない 
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2.  2017年3月期通期見通し 
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（単位：百万円） 

2-1.  2017年3月期通期業績予想（連結） 

16年3月期（実績） 17年3月期（予想） 第2四半期増減 通期増減 

2Q累計 通期 2Q累計 通期 額 率 額 率 

売上高 9,924 19,073 9,400 19,200 △524 △5.3% +127 +0.7% 

営業利益 366 668 330 800 △36 △10.0% +132 +19.7% 

営業利益率 3.7% 3.5%  3.5% 4.2% - - - - 

経常利益 353 671  320 800 △33 △9.4% +129 +19.1% 

親会社株主に帰属する 

当期純利益 237 587  180 600 △57 △24.2% +13 +2.1% 
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◆ 今後の飛躍に向けた準備の年 
    工場新設･立上げ、深絞り加工の市場転換、 
  自動車向けの金型製造、品質検証など、 
  来期以降の実績となるミッションが多い 
 
 

◆ 自動車･医療が牽引し売上高･営業利益は増加の見通し 
 
   

◆ 配当金は1株あたり前期比5円増の40円 
   

2-2.  2017年3月期通期業績予想 
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3.  今後の事業方針 
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ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ含む ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ含まず 

2020年3月期、売上350億円、営業利益40億円を目指す 

  

3-1. 中期経営目標 
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■ エリア戦略：グローバルビジネス拡大に向け積極投資 
 

■ 市場戦略：自動車向けを加速、医療･ｲﾝﾌﾗを第三の柱に育てる 
 

■ 製品戦略：規格品ビジネスを積極展開 
 

■ M&A：尖った技術を持つ企業、もしくは販路拡大に寄与する企業 

   

 

 

3-2. 中期経営目標 
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生産拠点 

営業拠点 
既存 前期 今期以降 

欧州 

米州 

アジア 

ブラジル拠点: 19年度以降予定 

インド工場：17年度以降予定 

チェコ工場：17年度以降予定 

ベトナム第２工場：16年度中予定 

重慶営業拠点 

PT. YAMAKOU INDONESIA 

(資本参加) 

ケレタロ工場 

天津営業拠点 

武漢営業拠点 

ドイツ営業拠点 

新設： ﾒｷｼｺ(ｹﾚﾀﾛ)工場、ﾄﾞｲﾂ販社、天津営業所､ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ資本参加 

計画： ｲﾝﾄﾞ工場、ﾁｪｺ工場、ｱﾒﾘｶ第２工場、ﾍﾞﾄﾅﾑ第２工場、ﾌﾞﾗｼﾞﾙ工場、武漢営業所 

  

3-3①. エリア戦略：進出地域アップデート 

アメリカ第２工場: 16年度中予定 
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埼玉工場 
建屋面積: 5,000㎡(+4000㎡拡張余地) 

主要製品: ﾌｫｰﾐﾝｸﾞ(ｲﾝｻｰﾄｶﾗｰ)、深絞り、 
      ｲﾝｻｰﾄﾓｰﾙﾄﾞ、ばね全般 
売上計画:30億円（2019年） 

操業開始:2016年1月   
 
 

メキシコ（ケレタロ）工場 
建屋面積: 3,000㎡(+3000㎡拡張余地) 

主要製品: 線ばね 
売上計画: 6億円（2019年） 

操業開始: 2016年4月 
 
 

PT. YAMAKOU INDONESIA 

建屋面積: 3,400㎡ 
主要製品: 精密プレス、ｲﾝｻｰﾄﾓｰﾙﾄﾞ 
売上計画：15億円（2015年） 

その他:    2016年1月 株式14%取得 
      今後随時買い増しの予定 

 
 
 

3-３②. エリア戦略：新工場 
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世界各地での 
現地調達の要求 

プラスチック部品の 
増加 

センサー等電子部品の 
増加 

モジュール･共通化 軽量化 電子化 

生産拠点 国内7 海外14 
“インサートカラー” 

プラスチック部品締結部の 
補強部品 

“深絞り加工” 
増加する車載ｾﾝｻｰ等に採用 

 

3-４①. 自動車市場：トレンドと当社取組み 

モジュール化･軽量化･電子化の３つのトレンドで強みを発揮 
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生産拠点

営業拠点

欧州

米州

アジア

ノガレス工場

上海工場

重慶営業拠点

ﾁｪﾝﾅｲ営業拠点

ﾃﾞﾘｰ営業拠点

イギリス工場(2箇所)

アメリカ工場
ホーチミン営業拠点

大連工場

蘇州営業拠点

常州工場

香港営業拠点

ハノイ工場

シンガポール工場

ﾁｮﾝﾌﾞﾘｰ工場

アユタヤ工場

郡山試作ｾﾝﾀｰ

宮城工場

新潟工場

埼玉工場

大分工場

大阪営業拠点

中部営業拠点

本社
東莞工場 千葉工場

PT. YAMAKOU INDONESIA
(資本参加)

ケレタロ工場

青森工場

ﾌﾟﾈｰ営業拠点

天津営業拠点

武漢営業拠点

ドイツ営業拠点
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生産拠点 

営業拠点 

欧州 

米州 

アジア 中国エリア 

-大連工場  -天津営業所 

-上海工場  -蘇州営業所 

-常州工場  -武漢営業所 

-東ガン工場 –重慶営業所 

-香港販社 

東南アジア･インドエリア 

-ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ工場 -ﾍﾞﾄﾅﾑﾊﾉｲ工場 

-ﾀｲ ｱﾕﾀﾔ工場、ﾁｮﾝﾌﾞﾘ工場 

-PT.YAMAKOUｲﾝﾄﾞﾈｼｱ 

-ﾍﾞﾄﾅﾑﾎｰﾁﾐﾝ営業所 

-ｲﾝﾄﾞﾁｪﾅｲ営業所、ﾃﾞﾘｰ営業所、 

 ﾌﾟﾈｰ営業所 

米州エリア 

-ｶﾘﾌｫﾙﾆｱ工場 

-ﾉｶﾞﾚｽ工場 

-ｹﾚﾀﾛ工場 

R&D 

欧州エリア 

-ｲｷﾞﾘｽ  ｻｳｽｳｪﾙ工場、 

           ﾋﾞﾙﾎﾞﾛｰ工場 

-ﾄﾞｲﾂ販社 

拠点が多いほど、グローバル基幹部品の受注に有利（海外工場１４拠点、営業所１０箇所） 

日本のＲ＆Ｄ（上流）で受注後、世界中に展開 

現地での取引をきっかけに 

グローバル展開するケースも 

3-４②. 自動車市場：ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ供給(ﾓｼﾞｭｰﾙ･共通化対応) 
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①顧客へのｺｽﾄﾀﾞｳﾝ貢献 

 切削からｲﾝｻｰﾄｶﾗｰへの 

 切替でｺｽﾄ半分以下 

②車1台当たり使用数増加 

 ﾊﾞｯｸﾄﾞｱ、ｴﾝｼﾞﾝ周り 

 などもﾌﾟﾗｽﾁｯｸ化 

④技術的優位性 

 ばね技術を応用、 

 他社はマネできず 

ﾊﾞｯｸﾄﾞｱなどのﾎﾞﾃﾞｨ側部品 

もﾌﾟﾗｽﾁｯｸ化が進む  

従来品は高ｺｽﾄの 

切削加工 

14/3 15/3 16/3 20/3 25/3 

2020/3目標は 

20億円だが 

その後も規模は拡大 

 

③潜在市場(伸びシロ) 

 欧米系では採用極僅か、 

 日系でも一部のみ 

単位: 億円   ｲﾝｻｰﾄｶﾗｰ売上計画 

 

繋ぎ目隙間  巻きズレ  内径交差  

3-４③. 自動車市場：インサートカラー 

市場の成長と製品優位性が売上拡大の背景 

 



新規分野
医療

自動車

船橋電子

アドバネクス

精密金型深絞り加工 超深絞り加工を実現

グローバル営業、提案

精密

機器

現
在
の

事
業
領
域

従
来
の

事
業
領
域

２０１４      ２０１５      ２０１６      ２０１７      ２０１８      ２０１９  

種まき期 

14年4月船橋電子を買収 

自動車業界中心に 
紹介・売込み 発芽期 

引き合い､ 

見積り、受注 
育成期 

金型製造、サンプル出荷、 

客先品質検証・試験 

収穫期 
量産開始 

Confidential 

ｸﾗﾝｸｾﾝｻｰ 車速度ｾﾝｻｰ 
酸素ｾﾝｻｰ 

＊写真はイメージです 

Confidential 

＊写真はイメージです 

3-４④. 自動車市場：深絞り加工 

自動車センサー向けを中心に受注急増（量産本格化は2018年以降） 

 

 

 

＊写真はイメージです 

深絞りを採用した自動車センサーの事例 
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3-４⑤. 自動車市場： 工法転換 

コ

ス

ト

 

 形状 

深絞り加工    

フォーミング加工 

複雑 単純 

高
い 

 

低
い 

鋳造加工 

当社の工法転換技術 
プレス加工 

高コストの切削加工等を 
低コスト工法に置き換え 

切削加工 
    工法転換により大幅なコストダウンを実現 
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糖尿病関連市場推移
(ｲﾝｽﾘﾝ、自動注射器、ﾎﾟﾝﾌﾟ、採血器など)

出典:Medmarket Diligence

（１０億米ドル）
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喘息吸引薬市場推移

（１０億米ドル）

出典:TMR

ｲﾝｼｭﾘﾝ自動注射器

顧客完成品

当社供給部品 押しばね トーションばね、
押しばね、深絞り

喘息吸引薬 糖尿病検査採血器

押しばね

地球環境、世界経済、人口構成の変化を背景にｾﾙﾌﾒﾃﾞｨｹｰｼｮﾝ医薬品需要が拡大 

3-５①. 医療市場：主要製品と市場背景 
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地球温暖化

二酸化炭素増加
新興国の所得増加

中産階級の増加
高齢化

税収減

花粉の増加
（植物生育の加速化）

食生活の贅沢化
（食肉増など）

国家予算圧迫

喘息患者の増加
（世界規模）

糖尿病患者の増加
（中国、アジアなど）

ｾﾙﾌﾒﾃﾞｨｹｰｼｮﾝの奨励
（主に先進国）
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高収益 

長いライフサイクル 

使い捨て 

100万個単位の受注 

安定市場 

ｾﾙﾌﾒﾃﾞｨｹｰｼｮﾝ増加 

世界人口増 

全世界医療費支出増 

長い試験期間 

企画中止のリスク 

開発/試作コスト 

（億円） 

ネガティブ要素 

ポジティブ要素 

0 

5 

10 

15 

20 

25 

13/3 14/3 15/3 16/3 17/3 

当社の医療向け売上推移 当社から見た医療市場の特徴 

医薬品メーカーとの上流での共同開発を常態化 

ネガティブ要素克服後は高収益事業として成長 

 

3-５②. 医療市場： 医療市場の特徴と売上推移 
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商社Ａ 商社Ｂ 商社Ⅰ 商社Ⅱ 商社イ 商社ロ 

鉄
道
認
証
機
関 

住
設
認
証
機
関 

道
路
認
証
機
関 

当社 Ａ社 Ｂ社 Ｃ社 

ｽｺｱ 7.0 4.5 4.0 0.0 

鉄道総研による総合評価(8点満点) 

鉄道総研のゆるみ止め試験にて圧倒的な高評価、 

認証機関のお墨付きを武器に販路拡大、専門商社を活用（郷に入っては郷に従う） 

 

3-６①. 製品戦略： ナット脱落防止「ロックワン」 

鉄道 住設 道路 

商社一 商社二 

電
力
認
証
機
関 

電力 



2014年 
11億人超 

400  

600  

800  

1,000  

12/3 13/3 14/3 15/3 16/3 

400  

800  

1,200  

96 99 02 05 08 11 14 
0  

1,000  

2,000  

09 10 11 12 13 14 

ボーイング エアバス ボンバルディア 

エンブラエル その他 

 

母材のねじ穴を補強 

航空機１機あたり 

数万～数十万個使用 

航空機生産台数推移 世界の海外旅行者数 

単位：100万人 単位：1機 

参照:日本航空機関開発協会 参照: UNWTO 

航空機増加に伴い需要拡大、アルミやCFRPなどの軽量母材を補強 

 
タングレス･インサート売上推移 

3-６②. 製品戦略： ねじ穴補強「ﾀﾝｸﾞﾚｽ･ｲﾝｻｰﾄ」 

単位：百万円 
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 株式会社アドバネクス 
 総務部広報IR課 

     

   TEL：03 - 3822 - 5865  FAX：03 - 3822 - 5873   

URL: http//www.advanex.co.jp  
 

（お問い合わせ先） 
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４．（参考:プラスチック事業を含んだ前年度業績との比較) 

 



4-1. 通期業績推移（連結） 

30 

（単位：百万円） 

売上高 
（単位：百万円） 

営業利益 
（単位：百万円） 

売上高 
（単位：百万円） 

営業利益 

1,081 

668 

3.7% 3.5%

0%

5%

10%

0 

300 

600 

900 

15/3期 16/3期

営業利益額 営業利益率

29,487 

19,073 

0 

10,000 

20,000 

30,000 

15/3期 16/3期

＊15/3期はプラスチック事業を含む 



4-2. 四半期業績推移（連結） 
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（単位：百万円） 

0 

2,000 

4,000 

6,000 

8,000 

Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4

売上高 

3.3%

3.8%

3.5%

4.1%

3.1%

4.3%

2.7%

3.9%

0.0%

2.0%

4.0%

0 

200 

400 

Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4

営業利益額 営業利益率

15/3期 16/3期 

営業利益/営業利益率 

4,893 

226 

276 
266 

312 

150 

15/3期 16/3期 

（単位:百万円） 

5,031 

216 

6,922 
7,339 

7,642 7,583 

4,592 4,555 

125 

176 

＊15/3期はプラスチック事業を含む 
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4-3. 所在地別売上高・セグメント利益 

-800

-400

0

400

800

0 

4,000 

8,000 

12,000 

16,000 
売上

売上高・セグメント利益 前年同期からの変動要因 
（売上：百万円） 

日本 

セグメント利益 

△42 

△401 

768 
700 

26 28 

305 
350 

15/3  16/3 
      

米州 欧州 アジア 

（ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益：百万円） 

13,422 

7,539 

12,209 

1,797 
2,108 

2,059 

2,286 

15/3  16/3 
      

15/3  16/3 
     

15/3  16/3 
     

7,138 

日本  売上:7,539百万円、ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益:△401百万円 

・プラスチック事業の大部分が連結対象外となった他、 

 OA機器向けの減少および埼玉工場新設、船橋電子 

 編入等の固定費増加により減収減益 

 

 

アジア  売上:7,138百万円、ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益700百万円 

・プラスチック事業の大部分が連結対象外となったこと 

 で減収減益 

 

  

 

米州 売上:2,108百万円、ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益28百万円 

欧州 売上:2,286百万円、ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益350百万円 

・医療向けが高水準を維持したほか、航空機向けが 

 増加し、増収増益 

 ＊従来よりﾌﾟﾗｽﾁｯｸ事業含まず 

 

＊15/3期はプラスチック事業を含む 

・ﾒｷｼｺｹﾚﾀﾛ工場新設の先行費用がかかったものの 

 自動車向けが好調に推移したほか、インフラ向けが 

 増加し、増収増益。 

 ＊従来よりﾌﾟﾗｽﾁｯｸ事業含まず 
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15年3月期 16年3月期 増減 

売上 構成比 売上 構成比 額 増減率 

自動車(輸送機器) 11,645 39.5% 6,984  36.6% △4,661  △40.0% 

ＯＡ機器 7,439 25.2% 4,186 21.9% △3,253 △43.7% 

医療機器 1,489 5.0% 1,794 9.4% 305 20.5% 

精密機器 1,550 5.3% 1,183 6.2% △367 △23.7% 

住設機器 2,123 7.2%  910 4.8%  △1,213 △57.1% 

航空機器 394 1.3% 634 3.3% 240 60.9% 

PC・周辺機器 795 2.7% 634 3.3% △161 △20.3% 

AV・家電 1,574 5.3% 539 2.8% △1,035 △65.8% 

携帯情報端末 688 2.3% 509  2.7% △179 △26.0% 

その他 1,789 6.1% 1,700 8.9% △89 △5.0% 

合計 29,487 100%  19,073 100%  △10,414 △35.3% 

（単位：百万円） 

4-4. 連結市場別売上高 



4-5. 連結キャッシュフロー  

34 34 

2,139 

1,415 

-1,179 

-2,823 

-794 

910 960

-1408

3,407 

2,669 

-4,000 

-3,000 

-2,000 

-1,000 

0 

1,000 

2,000 

3,000 

4,000 
営業活動によるCF 

税金等調整前純利益の発生、 

減価償却費による資金留保等により 

資金が1,415百万円増加 

投資活動によるCF 

埼玉工場を始めとする設備投資や 

定期預金の預入により 

2,823百万円減少 

財務活動によるCF 

自己株式取得等による支出の一方、 

銀行借入れ等により資金が 

910百万円増加 

営
業 

投
資 

財
務 

現
金
及
び
現
金
同
等
物
期
末
残
高 

フ
リ
ーC
F
 

15/3期 16/3期 

キャッシュフロー推移 前期からの変動要因 

（単位：百万円） 


